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また、その他にも事後アンケートでは以下の回答結果を得た。（回答数 62） 

 
「この取組に参加してよかった」「この取組に参加して成長することができた」との問い

への肯定回答は 95％と、参加生徒から非常に高い評価を得ている。また、「大変そう思う」

の割合もそれぞれ 72％、68％と非常に高く、国際共同研究プロジェクトが生徒の成長に大

きく関わり、達成感、満足感を得ていることがわかる。「あなたはグループ内でどのように

活動しましたか」との問いにおいて、リーダーとして活躍できた生徒は 7％と、まだまだこ

のような国際的なグループや舞台において日本の生徒がリーダーシップをとることは難し

いようで、今後の継続的な実施によってこの数値の向上を期待したい。「この取り組みによ

ってこれからも続く友人ができた」との問いには海外に今後も続く友人ができた生徒は半

数を超え、国際的なネットワーク形成にも効果があった。 

また、これらの問いに対する海外参加生徒の肯定的回答の割合は国内校生徒のそれより

もさらに高く、取組前に英語力や科学的知識の相違による海外参加生徒の満足度を心配し

ていたが、海外国内関わらず、参加した生徒のほとんどが満足感を得て、成長できる取組で

あったことがうかがえる。 

 
この取組では、以下の 4 つを大きな目的として国際的なリーダーの育成を目指してきた。 

 幅広い視野と高い視点から、目的や方法を議論する 

 英語でコミュニケーションを取る 

 お互いの役割を分担したり、意見の違いを共有したりする調整力を高める  

 将来に向けて、国境を意識しない仲間作りの 

今回以上の 4 つの目的は高い割合で達成できたと考えている。今後も、より多くの高校

生が、高校時代に国際共同研究を経験し、「国を超えて協力することの重要性」を感じ、将

来の活躍の場を広げてほしい。 
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＜卒業生調査からみる SSH 事業の成果＞ 

 21 年間の SSH 研究開発において、主対象生徒であった卒業生が 533 名いる。これらの

卒業生へアンケート調査を行い、以下のような結果を得た。調査期間が短かったことと、初

期の頃の卒業生からの回答率が低下しており、回答数は 143 名であった。 

 4 択で回答を求めたいくつかの項目を紹介する。以下のグラフが表すように、課題研究や

Japan Super Science Fair をほとんどすべての卒業生が肯定的に捉えている。その結果、

国際舞台で活躍したいと考えている者の割合が高く、ほとんどの卒業生が人のために貢献

したいと考えていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 自由記述の回答の中で、「チャレンジすることが当たり前になったことが一番大きな得た

もの」「大学では毎週英語でのプレゼンテーションの授業があり、SSG クラスで培ったプレ

ゼンテーション能力を活かす機会があった。」「科学的国際的視点を持つことの大切さを

SSH で教わったことが、自身の軸を構成している。」「協調性や主体性など、その後の大学、

社会人としての人生に大きなプラスとなった。」等の成果について記述している回答が多か

った。 

また、将来の進路に影響を与えたとして、「課題研究の経験を通して研究に興味を持ち研

究者を志すようになりました。」「参加した課外活動のおかげで今の自分の進路に立つこと

ができました。」「海外研修や JSSF などの国際交流を通して将来は国際舞台で活躍できる

ような人になりたいと思い、大学や大学院では国際学会での発表に挑戦できました。」「卒業

してからも自信として最大の武器になり、外資企業に就職を決めたことも高校の経験があ

ったからです。」「将来のキャリアを考える時に、大きな影響を与えたことは間違いないで

す。」等の記述も目立った。また、「国際競争力が低下している日本で、SSH 校の取り組み

は大変重要だと感じます。」「一部分野を除き若手が日本語で対外発表をすることにはほと

んど意味がなく、国際会議発表にせよ、共同研究推進にせよ、論文執筆にせよ、英語ができ

ないと何もできない。」等、今後の活動において意識しておきたい有益な助言もあった。 

 







































 

 

 

 

  




